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秋
田
県
の
南
部
。
横
手
と
本
荘
の
ほ
ぼ
中
間
。
標
高

7
1
3
ｍ
の
八
塩
山
の
麓
、八
塩
ダ
ム
湖
畔
に
広
が
る
桜

の
名
所
で
す
。
一
帯
に
は
約
9
0
0
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

約
7
0
0
本
の
八
重
桜
の
ほ
か
、
東
北
で
は
珍
し
い
黄

桜（
御
衣
黄
・
ウ
コ
ン
）約
4
0
0
本
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
見
頃
は
周
囲
の
森
全
体
が
萌
黄
色
に
染
ま
る
5
月

上
旬
。
花
び
ら
の
淡
い
色
合
い
が
美
し
い
黄
桜
と
、
鮮
や

か
な
濃
い
ピ
ン
ク
色
が
印
象
的
な
八
重
桜
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
も
見
事
で
す
。
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
4
月
下
旬
～

5
月
中
旬
に
か
け
て
桜
ま
つ
り
も
開
催
。
本
州
で
は
最

も
遅
く
開
催
さ
れ
る
観
桜
会
と
も
さ
れ
、
期
間
中
に
は

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
屋
台
、
湖
上
花
火
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。周
囲
に
は
設
備
の
整
っ
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
計
36
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
も
あ
り
、
エ

リ
ア
屈
指
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
桜
が
終
わ
る
と
約
５
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
、
６
～
７
月
に
は
、あ
じ
さ
い
も
咲
き
誇
り
ま
す
。

秋
に
は
色
鮮
や
か
な
紅
葉
が
湖
を
囲
み
込
み
ま
す
。

故
郷

  
点
描 秋

田

の

四

季

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】四拾九の巻

春号

本
州
で
最
も
遅
い
観
桜
会
が
開
か
れ
る
山
間
の
景
勝
地

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
に
交
じ
り
黄
色
の
桜
も
咲
く

八
塩
い
こ
い
の
森
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を
購
入
。
従
来
の
酒
造
部
の
敷
地
に
匹

敵
す
る
1
2
0
0
0
㎡
も
の
広
大
な
も

の
で
、
そ
の
場
所
に
は
後
に
、
瓶
詰
工

場
、
出
荷
倉
庫
、さ
ら
に
は
、
当
時
の
最

新
技
術
を
集
結
し
た
仕
込
蔵
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
も
は
や
戦
後
に
あ
ら
ず
」。

小
玉
醸
造
躍
進
の
黎
明
期

01

号
東
側
）に
味
噌
・
醤
油
工
場
を
擁
し
創

業
し
た
弊
社
は
、
大
正
2
年
の
酒
造
開

始
を
期
に
、
羽
州
街
道
を
挟
ん
だ
西
側

に
酒
造
部
を
新
設
。
仕
込
み
蔵
、
現
在

の
本
社
社
屋
等
を
建
築
し
ま
す
。
そ
の

後
も
、
貯
蔵
蔵
、
新
た
な
仕
込
み
蔵
な

ど
関
連
施
設
等
を
増
築
。
昭
和
14

年
頃
ま
で
に
は
現
在
の
ボ
イ
ラ
ー

室
西
壁
に
沿
っ
た

ラ
イ
ン
ま
で
敷
地

を
拡
張
し
ま
す
。

　
戦
争
を
挟
ん

だ
約
20
年
間
は

大
き
な
動
き
は

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昭
和
33

年
～
昭
和
38
年

か
け
酒
造
部
西

側
に
続
く
土
地

卸
問
屋
、
コ
ン
タ
ツ
と
の
関
係
は
現
在
も

続
い
て
ま
す
）

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
昭
和
29
年
秋

に
は
秋
田
県
清
酒
品
評
会
で
首
席
優
等

賞
を
受
賞
。
翌
30
年
の
東
北
品
評
会
も
好

成
績
を
収
め
る
結
果
に
。
県
内
外
に
お
け

る
太
平
山
ブ
ラ
ン
ド
力
も
浸
透
し
、
需
要

見
込
み
も
右
肩
上
が
り
。
昭
和
32
年
～
昭

和
33
年
に
は
、
仕
込
み
蔵
の
2
階
に
最
新

式
の
麹
室
を
新
設
。
さ
ら
に
は
、
精
米
機
、

圧
搾
機
を
数
回
に
分
け
て
増
設
。
清
酒
の

調
合
タ
ン
ク
も
増
設
し
ま
す
。

　
現
在
の
弊
社
敷
地
面
積
は
約

3
5
0
0
0
㎡
（
甲
子
園
球
場
の
総
敷
地

面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
）。
明
治
12
年
、
現
在
の

食
品
部
の
敷
地（
羽
州
街
道
／
旧
国
道
7

　
昭
和
30
年
代
初
め
に
戦
前
レ
ベ
ル
の

醸
造
高
、
販
売
量
を
超
え
た
弊
社
の
酒
造

り
。
本
格
的
な
高
度
成
長
期
を
先
取
り
す

る
か
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
面
で
、変
化
の

き
ざ
し
、
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
ま
す
。

　
清
酒
製
造
に
関
し
て
は
昭
和
25
年
に

山
内
杜
氏（
現
在
の
秋
田
県
横
手
市
山
内

地
区
に
伝
承
さ
れ
る
）を
採
用
し
、
製
造

施
設
を
毎
年
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
き
ま

す
。
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
最
初
の
近
代
化

は
販
売
す
る

容
器
で
し
た
。

樽
か
ら
瓶
へ

と
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い

製
造
や
瓶
詰

め
の
た
め
の

設
備
、
作
業

体
制
を
整
え

る
必
要
性
が

あ
り
ま
し
た
。

　
販
売
面
で
も
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
戦
前
か
ら
続
く
東
京
都
内
の

特
約
店
の
廃
業
に
伴
い
、
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て（
株
）近
藤
辰
次
商
店

（
現
在
の
コ
ン
タ
ツ
株
式
会
社
）と
契
約

を
締
結
。
首
都
圏
の
販
売
網
の
強
化
を

一
気
に
図
り
ま
す
。（
首
都
圏
の
有
力

小
玉
醸
造
物
語
㉗
小
玉
醸
造
132
年
の
歴
史
を
振
り
返
る【
昭
和
編
そ
の
5
】（
昭
和
初
期
～
現
在
）

業
務
拡
張
、
販
路
拡
大
に
伴
い

敷
地
面
積
も
よ
り
広
く

「ヤマキウ味噌」の販促用パンフ。昭和30年代頃のものと思われる

販路拡大にあわせ全国各地でプロモーション活動を積極的に展開。
写真は昭和35年頃の富山で撮影されたもの

パンフレット裏面に紹介されて
いる当時の本社工場。手前の水
田が昭和38年までに購入した
敷地。現在は出荷倉庫、瓶詰め工
場、みずほ蔵(仕込み蔵)がたつ。

パンフレットと同時期の
本社工場全景

神
武
景
気
か
ら
岩
戸
景
気
へ
。

爆
発
的
な
好
景
気
に
湧
く
日
本
。

小
玉
醸
造
が
大
き
く
変
わ
っ
た

昭
和
30
年
代
。

秋田駅に近い金照寺山にあった弊社看板。おそらく国鉄
線路（JR）に見える位置にあったと推定される。キャラク
ターの｢亀｣に関する詳細は現在調査中



　
金
子
さ
ん
は
、
生
ハ
ム

の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
冬
に
秋
田
県
内
で
生

ハ
ム
塾
を
開
講
。
残
念
な

が
ら
今
季
は
既
に
終
了
し

た
が
、
23
年
度
も
11
月
～

２
月
に
か
け
て
開
塾
予
定
。

自
ら
の
手
で
金
子
さ
ん
直

伝
の「
ハ
モ
ン
セ
ラ
ー
ノ
」

を
仕
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

成
時
に
６
㎏
前
後
ま
で
減
少
。天
然
塩
と
自
然

界
の
微
生
物
が
極
上
の
生
ハ
ム
を
創
る
の
だ
。

　
日
本
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ド
イ
ツ
か
ら
伝

承
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
内
で
親

し
ま
れ
て
い
る
生
ハ
ム
は
、ド
イ
ツ
・
東
欧
に
多
い

「
ラ
ッ
ク
ス
ハ
ム
」と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
が
主
流
と

の
こ
と
。
瑞
々
し
い
風
合
い
が
特
徴
で
、
塩
漬
け

し
た
後
、
低
温
状
態
で
１
ケ
月
～
数
ケ
月
程
度

寝
か
せ
る
と
完
成
す
る
。そ
れ
に
対
し「
ハ
モ
ン
セ

ラ
ー
ノ
」は
常
温
で
長
期
熟
成
さ
せ
る
の
が
特
徴
。

「
生
ハ
ム
は
そ
の
土
地
の
風
土
が
生
み
出
す
も
の
。

秋
田
県
の
気
候
は
私
の
生

ハ
ム
作
り
に
理
想
的
な
環

境
で
す
」と
金
子
さ
ん
。

ン
だ
っ
た
大
館
出
身
の

根
田
哲
雄
さ
ん（
都
内

で
不
動
産
会
社
を
経

営
）と
共
同
で
生
ハ
ム
製

造
会
社「
白
神
フ
ー
ズ

株
式
会
社
」を
設
立
。
大

館
市
内
の
旧
山
田
小

学
校
を
工
場
に
改
装
し
、

「
白
神
ハ
モ
ン
セ
ラ
ー
ノ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
初
年
度
に
約
3
千
本
を
製

造
。
以
前
か
ら
の
付
き
合
い
を
含
め
、
全
国
約

80
店
舗
と
の
取
り
引
き
が
あ
る
と
い
う
。

　
金
子
さ
ん
の
作
る
生
ハ
ム
に
使
わ
れ
る
の
は
、

県
内
産
S
P
F
豚
の
モ
モ
肉
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
産
天
然
海
水
塩
の
み
。約
3
～
4
周
間
塩

漬
け
に
し
た
後
、
工
房（
工
場
）の
天
井
か
ら
吊

る
し
熟
成
さ
せ
る
こ
と
1
年
～
3
年
。仕
込
み

時
に
11
～
12
㎏
程
度
あ
っ
た
肉
の
重
さ
は
、
完

約3年間熟成させた金子さんの「生ハム」。
秋田・東京の店で食べることができるほか、
｢グランビア｣のＨＰから通販も可能。日本酒との相性もいい。

天
然
塩
の
み
で
常
温
熟
成
。

秋
田
の
気
候
風
土
が
美
味
し
さ
を
醸
す

よ
も
や
ま
見
聞
録

　「
世
の
中
に
こ
ん
な
美
味
い
も
の
が
あ
る
ん

だ
」。1
9
7
0
年
代
の
こ
と
。
旅
行
先
の
ス
ペ

イ
ン
の
バ
ル（
居
酒
屋
）で
衝
撃
的
な
出
会
い
を

し
た
金
子
さ
ん
。
そ
れ
が「
ハ
モ
ン
セ
ラ
ー
ノ
」と

呼
ば
れ
る
生
ハ
ム
。ハ
モ
ン
と
は「
生
ハ
ム
」、「
セ

ラ
ー
ノ
」と
は
山
と
い
う
意
味
。
ス
ペ
イ
ン
の
山

岳
部
で
作
ら
れ
る
長
期
熟
成
ス
タ
イ
ル
の
生
ハ

ム
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
日
本
へ
の
輸
入
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
独
学
で
製
造
方

法
を
習
得
。
以
来
、
生
ハ
ム

を
作
り
続
け
30
年
余
。
秋

田
・
東
京
で
計
3
軒
の
ス
ペ

イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
バ
ル
を

経
営
す
る
一
方
で
、
平
成
12

年
に
は
秋
田
県
内
に
生
ハ
ム

専
用
工
房
を
開
設
す
る
。さ

ら
に
、
平
成
21
年
に
は
、
金

子
さ
ん
の
生
ハ
ム
の
大
フ
ァ

ス
ペ
イ
ン
で
出
会
っ
た

生
ハ
ム
に
魅
せ
ら
れ
30
年

07

ス
ペ
イ
ン
の
生
ハ
ム
に
魅
せ
ら
れ
30
余
年
。

県
北
の
廃
校
を
利
用
し
た
製
造
工
場
も
稼
動
し
、
生
ハ
ム
生
産
量
日
本
一
を
目
指
す
。

日
本
を
代
表
す
る

「
ハ
モ
ン
セ
ラ
ー
ノ
」職
人
の
お
話

セルべセリア グランビア
東京都港区赤坂6-4-15　☎03-6277-8621　定休日／日曜
営業時間／月曜～金曜11：30～深0：00LO、土曜・祝日15：00～ 23：00LO
バル グランビア 
東京都港区赤坂6-13-3　☎03-3505-3123　定休日／日曜　営業時間／ 18：00～ 2：00LO

グランビア秋田本店
秋田市山王2-7-1　☎018-863-5180　定休日／日曜　営業時間／ 11：45～ 14：00、17：30～ 23：00

東京

秋田
生ハム塾でハム、
豚肉について説明する金子さん

金
子 

裕
二
さ
ん

＜プロフィール＞
昭和27年8月11日　三種町（旧八竜町）生まれ
スペインレストラン「グランビア」代表取締役。店舗経営のかた
わら秋田県内に生ハム工房を開設。「ハモンセラーノ」職人とし
ても知られる。平成21年大館市出身の根田哲雄さん(不動産
会社経営・東京都在住)と、大館市に生ハム製造会社「白神フー
ズ株式会社」を設立し、大館市内の旧山田小学校校舎を利用し
た生ハム「白神ハモンセラーノ」の製造を開始する。

田沢湖高原にある
｢グランビアのハム工房｣

写真右上／塩漬けされた豚モモ肉は約1年かけて
熟成。参加者に納品される。写真左上／参加者が
それぞれ塩漬け作業を体験。写真下／ 2月28日に
田沢湖のハム工房には県内外から20名ほどが参
加。1年後には完成パーティーも予定されている。

グランビアのＨＰは「グランビア秋田」で検索　www.granvia.jp/info/granvia_akita.htmla
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秋
田
県
沿
岸
南
部
・
象
潟
に
本
社
を
置
く
活
魚
問
屋
直
営

店
。
地
元
象
潟
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
独
自
ル
ー
ト
で
活
魚

を
仕
入
れ
、
魚
の
プ
ロ
が
目
利
き
し
た
選
り
す
ぐ
り
の
活
魚
料

理
が
味
わ
え
る
。
店
内
に
は
全
長
12
ｍ
の
生
簀
を
設
置
。
一
年

を
通
じ
て
、
ア
ジ
、
ヒ
ラ
メ
、
ク
ロ
ソ
イ
、
タ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
ホ
タ

テ
な
ど
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
冬
～
春
の
ト
ラ
フ
グ
、
初
夏
の
秋

田
産
天
然
マ
ダ
イ
な
ど
旬
の
味
も
堪
能
で
き
る
。
店
内
は
個
室

を
中
心
と
し
た
造
り
。
2
名
～
10
名
用
の
個
室
が
計
23
室
。
ほ

か
に
カ
ウ
ン
タ
ー
席
が
8
席
。
客
層
は
多
彩
で
県
外
客
の
利
用

も
多
い
の
が
特
徴
。
し
か
も
、
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
活
魚

刺
身（
ア
ジ
）
は
4
9
0
円
～
、

「
太
平
山
天
巧
」は
四
合
壜
で

3
9
8
8
円
と
飲
食
店
と
し

て
は
か
な
り
控
え
め
。
活
魚
以

外
に
も
揚
げ
物
、
煮
物
、
焼
き

物
な
ど
の
居
酒
屋
系
メ
ニ
ュ
ー
、

寿
司
な
ど
も
充
実
。
TV
で
も
紹
介
さ
れ
た

「
恐
竜
の
卵
　
特
大
コ
ロ
ッ
ケ
」は
1
0
0
0

円
分
の
割
引
券
が
当
た
る
お
楽
し
み
付
き
。

　
郷
土
料
理
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
き
り
た

ん
ぽ
鍋
、
し
ょ
っ
つ
る
鍋
な
ど
は
通
年
一
人

前
か
ら
OK
。
さ
ま
ざ
ま
な
秋
田
の
味
が
一
度

に
楽
し
め
る「
秋
田
ま
る
ご
と
御
膳
」も
評

判
の
メ
ニ
ュ
ー
。
き
り
た
ん
ぽ
鍋
、
ハ
タ
ハ

タ
焼
き
、
稲
庭
う
ど
ん
、
舞
茸
天
ぷ
ら
、
刺

身
、さ
ら
に
は
、地
鶏
と
季
節
の
野
菜
、セ
リ
、

燻
り
ガ
ッ
コ
な
ど
秋
田
素
材
で
作
っ
た「
秋

田
美
人
サ
ラ
ダ
」な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

3
0
0
0
円
。
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お酒、料理

お酒、料理

　
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
多
彩
な
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー

に
、
季
節
感
と
地
域
色
あ
ふ
れ
る
料
理
＆
お
酒
を
プ
ラ
ス
。

全
国
チ
ェ
ー
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
地
魚
、
山
菜
、
き
の
こ
、
特

産
品
な
ど
、
地
元
素
材
を
取
り
入
れ
た
独
自
メ
ニ
ュ
ー
が
多

い
の
も
秋
田
駅
前
店
の
魅
力
。
地
元
人
に
は
も
ち
ろ
ん
県
外

客
に
も
人
気
の
一
軒
だ
。

　
旬
を
楽
し
む
な
ら「
本
日
の
旨
い
も
ん
！
」が
オ
ス
ス
メ
。メ

ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
で
20
種
ほ
ど
。
店
長
イ
チ
オ
シ
の
酒
肴

が
そ
ろ
う
。
郷
土
料
理
、
ご
当
地
食
も
豊
富
。「
い
も
の
こ
汁
」、

「
し
ょ
っ
つ
る
鍋
」「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」な
ど
は
、
1
人
前
か
ら

OK（
通
年
提
供
）。
秋
田
の
味
を
一
度
に
堪
能
で
き
る「
秋
田
名

★
●緑屋

ローソン●

●西武

FONTE●
AKITA
（旧イトーヨーカ堂）

ホテル●
メトロポリタン秋田　

秋田駅

日本海庄や
秋田駅前店

●お酒
太平山 天巧 一合 1280円
太平山 秋田生酉元 一合 630円
太平山 辛口造り 二合 720円
太平山 しぼりたて生 300ml 890円
太平山 にごり酒 300m  890円
●おすすめ料理
秋田名産セット 1980円
本日の旨いもん！ 400円位～
いものこ汁 520円
海鮮貝焼 480円
きりたんぽ鍋 980円
しょっつる鍋 980円

秋田県秋田市千秋久保田町3－15
三宅ビル１F
TEL018-836-6631
営業時間／11：00～深夜2：00

（金・土・祝前日～翌朝4：00／
11：00～16：00はランチタイム）
定休日／年中無休

産
セ
ッ
ト
」も
人
気
。「
き
り
た
ん
ぽ

鍋
」、「
ハ
タ
ハ
タ
寿
司
」、「
子
持
ち

ハ
タ
ハ
タ
塩
焼
き
」な
ど
全
６
品
が

味
わ
え
る
。
太
平
山
の
お
酒
も
豊
富

で
、「
天
巧
」を
は
じ
め
、「
辛
口
造
り
」、

「
秋
田
生
酉元
」な
ど
常
時
５
～
６
種
類

を
用
意
。数
量
限
定
品
、季
節
限
定
品
な
ど
も
楽
し
め
る
。

　
店
内
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
し
た
造
り
。
客
席
の
ス
タ

イ
ル
も
多
彩
で
、
テ
ー
ブ
ル
席
は
セ
ミ
個
室
ス
タ
イ
ル
の
ほ

か
完
全
ボ
ッ
ク
ス
席
も
用
意
。
座
敷
は
掘
り
炬
燵
式
ス
タ
イ

ル
。
最
大
50
名
収
容
の
広
間
か
ら
、
ま
る
で
隠
れ
家
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス（
写
真
）ま
で
あ
り
、
い
つ
も
の
酒
宴
を
よ
り
楽

し
く
演
出
し
て
く
れ
る
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

秋
田
市
　
秋
田
駅
前

秋
田
店
限
定
の
季
節
料
理
、オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が
大
人
気

期
間
限
定
品
な
ど
太
平
山
の
お
酒
も
種
類
豊
富

★●
秋田
銀行

リッチモンド●
ホテル　

　七十七
●銀行

●西武
秋田
市民市場
●

秋田駅

さかなや
本舗

●お酒
太平山 天巧 グラス 955円
太平山 天巧 4合壜 3988円
●おすすめ料理
箱盛り鮮魚刺し 950円
恐竜の卵 特大コロッケ 600円
秋田美人サラダ 620円
活魚刺身（アジ） 490円～
活あわびの陶板焼き 690円
きりたんぽ鍋 980円
しょっつる鍋 980円

秋田県秋田市中通4-5-9
TEL018-838-6020
営業時間／17：00～深夜0：00
定休日／年末年始

秋
田
市
　
秋
田
駅
前

08

活
魚
問
屋
直
営
店
。店
内
に
巨
大
生
簀
を
設
置
し
、

漁
港
直
送
の
新
鮮
魚
介
を
そ
の
場
で
調
理

大
漁 

日
本
海
庄
や 

秋
田
駅
前
店

さ
か
な
や
本
舗 

本
店

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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2
月
19
日（
土
）
に
行
わ
れ
た

「
第
33
回 

太
平
山
蔵
開
き
」。
今
年

も
3
0
0
0
人
以
上
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
弊
社
な
ら
び
当
地

の
味
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
る
よ
う

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
。
搾
り
た
て
原
酒
＆
に
ご
り

蔵
酒
の
試
飲
。
ヤ
マ
キ
ウ
味
噌
で

作
っ
た
ナ
メ
コ
の
味
噌
汁
と
米
麹

だ
け
で
作
っ
た
甘
酒
の
振
る
舞
い

サ
ー
ビ
ス
。
蔵
開
き
限
定
商
品
の

販
売
ブ
ー
ス
な
ど
い
ず
れ
も
大
人

気
。
ほ
か
に
も
潟
上
市
内
の
佃
煮

メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
、
地

元
商
店
の
人
々
に
よ
る
蕎
麦
、
お

で
ん
、
焼
き
そ
ば
、
串
焼
き
コ
ー
ナ

ー
も
大
好
評
で
し
た
。

　
特
設
舞
台
で
は
、
昨
年
も
大
人

気
だ
っ
た
三
味
線
演
奏
＆
ミ
ニ
歌

謡
シ
ョ
ー
を
開
催
。
会
場
の
お
客

さ
ん
か
ら
ご
祝
儀
も
上
が
る
な
ど
、

例
年
に
も
増
し
て
盛
り
上
が
っ
た

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
玉
醸

造
の
蔵
開
き
と
い

え
ば
「
秋
田
味
噌
の

つ
め
放
題
」。
参
加

者
は
平
均
で
5
キ

ロ
以
上
の
秋
田
味

噌
を
ゲ
ッ
ト
！
こ
の

日
1
日
だ
け
で
合

計
約
3
ｔ
の
味
噌

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
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日
本
酒
に
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方

が
あ
っ
て
い
い
。
そ
ん
な
時
流
の
中
で

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
日
本
酒
で
す
。

弊
社
で
も
純
米
吟
醸
タ
イ
プ
の
微
発
泡

酒「
新
雪（
通
販
専
用
商
品
）」が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
が
、
日
本
酒
と
炭
酸
水

が
あ
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
で
楽

し
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
コ
ツ
は
、
お

酒
、
炭
酸
水
、
そ
し
て
グ
ラ
ス
を
キ
ン
キ

ン（
4
℃
前
後
）に
冷
や
し
て
お
く
こ
と
。

お
酒
は
芳
醇
な
香
り
と
優
し
い
甘
さ

が
特
徴
の
吟
醸
酒
、
大
吟
醸
酒
が
最
適
。

こ
の
時
期
な
ら
、
２
月
に
発
売
を
開
始

し
た
「
津
月
／
無
濾
過
生
」、
３
月
か
ら

発
売
を
開
始
し
た
「
澄
月
／
無
濾
過
生
」

が
オ
ス
ス
メ
。
い
ず
れ
も
、
無
濾
過
タ
イ

プ
ゆ
え
、
よ
り
芳
醇
で
旨
み
が
凝
縮
さ

れ
て
い
て
炭
酸
割
り
に
は
最
適
で
す
。

　
準
備
が
整
っ
た
ら
、
あ
と
は
お
好
み
の

グ
ラ
ス
に
お
酒
を
注
ぎ
炭
酸
で
割
る
だ

け
。
弊
社
代
表
・
小
玉
真
一
郎
も
フ
ァ
ン

の
1
人
で
、
そ
の
比
率
は「
お
酒
６
に
対

し
炭
酸
４
」。
お
酒
の
比
率
を
や
や
高
め

に
す
る
方
が
、
よ
り
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
と
い
う
の
が
本
人
の
弁
。
少
し
甘

め
の
口
当
た
り
と
、
シ
ュ
ワ
っ
と
は
じ
け

る
炭
酸
ガ
ス
の
心
地
よ
い
爽
快
感
は
、
ま

さ
に
上
質
な
シ
ャ
ン
パ
ン
の
よ

う
。
サ
ー
モ
ン
チ
ッ
プ
、
生
ハ

ム
、
香
り
の
優
し
い
チ
ー
ズ
の

ほ
か
、
燻
り
ガ
ッ
コ
な
ど
と
の

相
性
も
ピ
ッ
タ
リ
！
日
本
酒

の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
新
感

覚
。
キ
ー
ン
と
冷
や
し
て
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

小
玉
真
一
郎
ス
タ
イ
ル
で
楽
し
む
「
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ 

吟
醸
酒
」の
ス
ス
メ

は
じ
け
る
爽
快
感
。

ほ
の
か
な
酸
味
と
ス
イ
ー
ト
な
テ
イ
ス
ト

ま
さ
に
、上
質
な
シ
ャ
ン
パ
ン
の
よ
う
な
美
味
し
さ
。

ワイングラスの脚をカットしたような「香
りを愉しむグラス」90ccと120ccの入
味線が入っています。

［9287］315円（税込）

2
月
19
日（
土
）　第
33
回
太
平
山
蔵
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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雪
国
ゆ
え
冷
水
性
の
魚
介
類
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
な
秋
田
の
海
で
す

が
、
沿
岸
を
北
上
す
る
対
馬
暖
流
の

影
響
も
あ
り
、
暖
流
系
も
含
め
数
多

く
の
種
類
の
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ

ま
す
。
し
か
も
、
ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ
フ
グ
、

ノ
ド
グ
ロ
、
ス
ズ
キ
、
ア
マ
ダ
イ
な
ど
、

高
級
白
身
魚
の
姿
が
多
い
の
も
特
徴

の
ひ
と
つ
。
中
で
も
東
日
本
屈
指
の

水
揚
げ
高
を
誇
り
、
5
月
～
6
月
に

か
け
て
産
卵
の
た
め
に
最
盛
期
を
迎

え
る
の
が
男
鹿
の
マ
ダ
イ
。
新
潟
県

北
部
か
ら
男
鹿
半
島
に
至
る
沿
岸

を
北
上
し
、
秋
に
南
下
す
る
男
鹿
群

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
特
に
男
鹿

沖
は
、
マ
ダ
イ
の
ま
と
ま
っ
た
産
卵

12

酒菜
探訪
あきたの味

場
と
し
て
は
本
州
最
北
端
に
位
置
す

る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
季
節
の
定
置

網
で
は
、
産
卵
期
を
迎
え
た
マ
ダ
イ

が
数
多
く
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
そ
の

あ
ま
り
の
多
さ
に
、
秋
田
市
内
な
ど

で
は
、
天
然
物
の
タ
イ
で
あ
り
な
が

ら
、
大
衆
魚
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
鰯
よ
り
安
く
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
ほ
ど
。
刺
身
、
焼
き
物
、
吸
い

物
、
蒸
し
物
、
兜
煮
、
茶
漬
け
、
石
焼

き（
男
鹿
の
伝
統
食
）な
ど
料
理
も
さ

ま
ざ
ま
。
漁
が
最
盛
期
と
な
る
5
月

中
旬
～
6
月
下
旬
に
か
け
て
は
男
鹿

市
内
の
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
で
工

夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め

る「
鯛
ま
つ
り
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

秋
田
の
海
は
、全
国
屈
指
の
天
然
マ
ダ
イ
の
産
地
。

旬
は
初
夏
。男
鹿
沖
の
定
置
網
で
は
連
日
大
漁
が
続
く

男鹿のマダイ
社
の
酒
粕
を
使
っ
て

　
　
自
家
製
の
甘
酒
を
作
り

飲
ん
で
い
ま
す
。
香
り
や
味
が

ま
ろ
や
か
で
、
優
し
い
の
み
口

の
甘
酒
に
な
り
ま
し
た
。
肌
の

調
子
も
良
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。東
京
都
／
川
島
様

酒
粕
の
効
用
が
TV
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
注
文
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

酒
粕
は
、
通
販
並
び
に
弊
社
売
店

の
み
で
の
販
売
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
数
量
限
定
品
に
つ
き
売
り
切

れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

マ
キ
ウ
の
あ
ま
塩
味
噌
を

　
　
知
っ
て
早
16
年
。私
達
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、信
州
人
の
両
親
も

大
フ
ァ
ン
で
す
。優
し
い
、暖
か
い
味

の
お
味
噌
汁
が
、忙
し
い
毎
日
の
疲

れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。あ

ま
塩
味
噌
も
2
kg
、4
kg
入
れ
が
あ

る
と
う
れ
し
い
の
で
す
が
…
。
ま

た
、以
前
あ
っ
た
5
種
類
入
り
味
噌

セ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
適
だ
っ

た
の
で
す
が
…
。埼
玉
県
／
小
穴
様

ご
家
族
様
で
の
ご
愛
用

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
あ
ま
塩
味
噌
」の
容
量
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
1
kg
、7
5
0
g
、

5
0
0
g
入
り
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
な

お
、5
個
パ
ッ
ク
商
品
の
販
売
は
諸

事
情
か
ら
休
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
そ
に
も
い
ろ
い
ろ
な

　
　
種
類
が
あ
る
と
知
り
ま
し

た
。い
ろ
い
ろ
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

「
蔵
」に
の
っ
て
い
た
き
ゅ
う
り
と

大
根
味
噌
漬
け
が
っ
こ
は
す
ご
く

お
い
し
そ
う
だ
し
、
家
で
も
マ
ネ
し

て
作
っ
て
も
い
い
し
、
買
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。兵
庫
県
／
政
本
様

「
蔵
」が
創
刊
し
て
11
年
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
最
少
年
齢
9
歳

の
お
客
様
か
ら
お
葉
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
味
噌
漬
け
ガ
ッ
コ
は
お
家

で
も
作
れ
ま
す
が
、
ヤ
マ
キ
ウ
の
味

噌
漬
け
ガ
ッ
コ
は
、こ
の
道
数
十
年

の
大
ベ
テ
ラ
ン
が
漬
け
込
ん
だ
特
別

な
ガ
ッ
コ
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご

購
入
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
本
益
博
さ
ん
の

　
　 

エ
ッ
セ
イ（
前
回
号
／
2
0
1
0

年
冬
号
）を
読
ん
で
ビ
ッ
ク
リ
。「
パ
リ
の

お
菓
子
屋
さ
ん
」は
我
家
の
愛
蔵
書
。子

供
た
ち
は
何
度
と
な
く
眺
め
、私
は
パ
リ

に
行
っ
た
際
、何
件
か
訪
ね
ま
し
た
。で
も
、

著
者
の
お
名
前
は
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。わ
か
っ
て
う
れ
し
い
気
持

ち
で
す
。山
本
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。埼
玉
県
／
小
林
様

発
刊
は
今
か
ら
30
年
も
前
の
こ
と
。

良
書
は
時
空
を
越
え
て
人
の

心
を
結
び
つ
け
る
の
で
す
ね
。

　
　
も
友
人
も
秋
田
が
ル
ー
ツ
。

　
　 

秋
田
の
米
、ハ
タ
ハ
タ
、し
ょ
っ
つ

る
、ジ
ュ
ン
サ
イ
、き
り
た
ん
ぽ
鍋
な
ど
、

手
作
り
で
料
理
し
て
い
ま
す
。味
の
決

め
手
は
調
味
料
。ま
す
ま
す
秋
田
に
は

ま
っ
て
い
ま
す
。神
奈
川
県
／
高
橋
様

古
来
か
ら
食
材
に
恵
ま
れ
て

い
た
秋
田
で
は
、
ご
く
限
ら
れ

た
エ
リ
ア
で
の
み
伝
承
さ
れ
る
食
べ
物
、

調
理
方
法
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
食
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
。「
蔵
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な「
秋
田
の
食
」に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
紹
介
し
て
ゆ
き
ま
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 

広場

味

山夫

御ャ

季
刊【
藏
】四
拾
九
の
巻

■
表
紙
の
人

　
今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
営

業
部
販
売
課
課
長
の
松
山
賢
一

さ
ん
。
主
に
味
噌
醤
油
部
門
を

担
当
。
昭
和
57
年
の
入
社
以
来
、

営
業
一
筋
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
も
あ
り
ま
す
。
人
気
の
若
手

俳
優
と
同
じ
読
み
名
の
た
め
、

病
院
の
待
合
な
ど
で
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
周
囲
の
視
線
が
一
斉

に
浴
び
る
（
そ
の
あ
と
ガ
ッ
カ

リ
さ
れ
る
）の
が
悩
み
と
か
。
趣

味
は
ゴ
ル
フ
＆
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

オ
ン
・
オ
フ
と
も
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
行
動
派
で
す
。

「鯛まつり」のお問い合わせは☎ 0185-24-4700( 男鹿市観光協会 )

料理参考例


